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1 はじめに
近年のデータの肥大化に伴い, XMLデータに対する並

列処理の必要性が高まっている。木構造であるXMLデー
タに対する並列処理において, 前処理として m-bridge

[1]を用いた分割処理によって親子/兄弟関係を維持した
分割をすることが有用である。しかし m-bridgeを用い
た分割処理を並列に行う手法は, まだ確立していない。
そこで本研究では m-bridge による分割処理を並列化

したものを実装し, その実験結果を報告する。

2 m-bridge を用いた分割処理
分割対象の木構造のノード数を n とする。木構造の

任意のノード v について, W (v) を v 以下のノード数,

C(v) を v の子ノード v′ に対する W (v′) の最大値とす
る。ある定数 m を用いて m-bridge を用いた分割処理
では, 以下の条件式 (1)を満たすノード v の直下で木を
分割する。 ⌊
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条件式を満たすノードを探索するためには, 各ノー
ド v について W (v), C(v) を求める必要がある。ここ
で, C(v) を求めるには, すべての子ノード v′ について
W (v′) を全て求める必要がある。そのため, m-bridge

を用いた分割処理では以下の 3つの処理を順に行う。

1. 全てのノード v で W (v) を求める。

2. 全てのノード v で C(v) を求める。

3. 条件式を満たすノードを探索し, その直下で分割
する。

本研究では m-bridge を用いた分割処理の並列化を,

分割処理の各段階をそれぞれ並列化することによって
行った。

3 木の並列縮約アルゴリズムを応用した
累積計算

m-bridge を用いた分割処理において, あるノード v

の W (v) を求めるには, その子ノード v′ の W (v′) の値
が求まっている必要がある。このことは, W (v) を求め
る処理が, 木の下方から上方へ値を求める処理であるこ
とを意味している。このような上向きの処理を並列に行
う手法として, 木の並列縮約アルゴリズムがある。本研
究では, 木の並列縮約アルゴリズムを応用した累積計算
[2]によって W (v)を求める。
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図 1 プロセッサの台数ごとの処理時間

具体的な方法としては, 下方から上方へと縮約される
値を各ノードの値について記録することで W (v) を求
める。またC(v)についても,同様のアルゴリズムによっ
て求めることが可能である。
その後, 全ノードから条件式を満たすノードを探索し

マーク付けを行う。
データの分割とファイルへの書き出しは, XMLデー

タの文字列を並列縮約アルゴリズムを用いて結合し, そ
の過程でマークが付けられたノードが出現した場合に
新しいファイルへ書き出すことで行う。

4 実験結果
3.1GBのXMLデータに対して 10台構成のクラスタ

を用いて, 並列に m-bridge を用いた分割処理のW (v)

を求める実験を行った。その結果を図 1に示す。
図 1では, 台数の増加に伴って処理時間が減少してお

り, 処理の並列化によって処理の高速化が実現できたこ
とが分かる。

5 まとめ
本研究では m-bridgeを用いた分割処理の並列化の方

法を提案し, その成果を報告した。実験の結果より並列
化による処理の高速化を確認した。
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